
昼飯大塚古墳の発掘調査は昭和５５年度に始まりましたが、平成６年度からは史跡指定と整備を念頭に、
保存を目的とした範囲確認調査を毎年度実施してまいりました。その結果、この古墳は４世紀後半に築か
れた東海地方でも最大級の前方後円墳とわかり、具体的な埴輪の配列や葬送儀礼などに使われた遺物につ
いても明らかにすることができました。
こうした調査結果から、このたび国から、国内的にも価値が高く重要な古墳として国史跡に指定されまし

た。本市にとりましては、史跡としては大正１０年に美濃国分寺跡が指定されて以来のことであり、貴重な史
跡を保護・活用していく責任を感じているところでもあります。これまでに用地の取得や発掘調査にご理解
とご協力を賜りました地元の関係者の皆さまや自治会、そして調査や整備についてご指導をいただきました
文化庁および岐阜県教育委員会、調査整備委員会の先生方に厚くお礼を申し上げます。

平成１２年８月
大垣市教育委員会

教育長 子安一徳

本書は平成１１（１９９９）年度に実施した昼飯大塚古墳の環境整備事業に関する報告書である。ただし、
後円部頂については平成１０（１９９８）年度事業の成果も含んでいる。
事業に伴う発掘調査は、国庫補助事業市内遺跡として国・県から補助を受けて、大垣市教育委員会が
おこなった。調査は平成１１年度で７次を数える。
調査は中井正幸（大垣市教育委員会文化振興課）が担当した。
調査は平成１１年８月２日から１１月１５日まで実施した。
磁気探査は、亀井宏行氏（東京工業大学）と桜小路電機有限会社のご協力を得て実施した。
葺石の分析は、橋本清一氏（京都府立山城郷土資料館）のご協力を得て実施した。なお、葺石の記録
は、前年度までと同様にデジタル化して保存と活用に備えた。
竪穴式石室内部の写真撮影は、寿福滋氏のご協力を得て実施した。そのほかの写真は主として中井が
担当した。
鉄製品の取り上げは塚本敏夫氏（財団法人元興寺文化財研究所）のご協力を得て実施した。
本書の執筆は、中井・東方仁史・中條英樹・岩本崇・阪口英毅・林正憲・魚津知克・遠山昭登・中川
敬太・橋本英将・大野壽子・北口聡人（執筆順）がおこなった。編集は、中井の指示のもと阪口（京
都大学埋蔵文化財研究センター）が担当した。分担は文末に記した。製図には高木清生の協力を得た。
本事業の体制と参加者は以下の通りである。
【昼飯大塚古墳調査整備委員会】
八賀晋　 福永伸哉　 小野健吉　 岸本直文（オブザーバー） 川部誠（オブザーバー）

【現地調査指導】
近藤義郎　 白石太一郎　 高橋克壽　 伊達宗泰　 森下章司
【調査参加者】
魚津知克　 大野壽子　 北口聡人　 阪口英毅　 清水美智子　 高木清生　 高橋イトエ
中條英樹　 遠山昭登　 所佳子　 中川敬太　 中川つる　 中村敏朗　 中村美紀　 橋本英将
林正憲　 東方仁史　 弘岡政夫　 福田治子　 星津さやか　 本多博道　 牧村玲子
宮崎雅充　 森たかゑ　 山岸岳　 山本恵子　 吉村敬子　 渡辺令子
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Ⅰ　平成１１（１９９９）年度の事業

事業地の維持管理 事業地は従来どおり市土地開発公社の所有地であったが、今後の環境整備を控え調

査整備委員会の指導のもと北側のスギなどを伐採した。クスノキなどの高木は、平成１２年度以降、順次公

園へ移植することとなった。また、都市施設課の協力を得て北東側のクスノキに突っ張りを施した。

発掘調査 ８月２日から１１月１５日まで第７次として実施し（図１）、範囲確認としては最終調査と位

置づけた。墳丘部分では新たにトレンチを設定せず既設のトレンチを部分的に拡張するにとどめ、埴輪の取

り上げを主な目的とした。くびれ部の１１トレンチ（４次）と１８トレンチ（６次）、後円部へのスロープに

設定した１７トレンチ（６次）がこれにあたる。調査を保留していた１３トレンチ（５次）は完掘をはかっ

た。後円部頂では一旦埋め戻していた埴輪列について、掘り方を確認し、取り上げた。また、墓壙範囲の再

確認および竪穴式石室に付随する副室の存否の確認を目的とする南北第２サブトレンチを設定した。なお、

調査開始前の７月にはこれまでに出土した埴輪、調査終了後には鉄製品と玉類の整理作業をおこなった。

調査整備委員会 ９月１日に第８回となる委員会を開催し、現地視察の後、今後の事業計画について調

整をはかった。国の史跡指定に関して、具体的な範囲と手続きについて文化庁からの指導があった。

調査の公開と普及啓発 ９月１８日（土）に現地説明会を開催し、発掘調査の成果を公開した。（株）イ

ビソクの協力を得て竪穴式石室内へＣＣＤカメラを入れ、地表のモニターで石室内部の様子を立体視できる

ように工夫をした。また、石室内部を３６０度再現できるように設定したパソコンをプレハブに５台設置し、

多くの方々が石室内部を観察できるように配慮した。夏休み子ども教室では、昨年度に引き続き体験発掘を

おこない、現地での発掘作業と水洗い作業を通して古墳や遺物に触れられる機会を設けた。

調査概要の刊行 平成１０（１９９８）年度に実施した第６次調査の成果のうち、墳丘の範囲確認に関わる

部分を中心に『昼飯大塚古墳Ⅴ』として編集、１０月に刊行した。この編集は共同で調査にあたった大阪大学

昼飯大塚古墳発掘調査団が担当した。今回は第６次

調査のうち後円部頂に関わる成果と第７次調査の成

果の概要を合わせて報告する。

事業の記録 昨年度に引き続き、大垣ケーブル

テレビに委託して発掘調査と現地説明会の様子を映

像として収録した。また、墓壙平面形や粘土槨の確

認など新たな成果があった後円部頂については、再

びバルーンを利用して空撮をおこなった。

史跡の指定 本古墳は平成１０年１２月に岐阜県

史跡となっていたが、文化庁の指導により平成１１年

度中に国史跡指定への手続きを済ませることになっ

たので、平成１２年２月に安田早苗氏、安田誠氏、清

水善彦氏、市土地開発公社の協力を得て文化庁へ関

係書類を提出した。これを受けて市教育委員会では

今後の事業計画を再検討し、平成１２年度中の『基本

計画』の策定を予定している。 （中井）

1

図１　調査位置（S : 1/2000）

序 文

例 言

表紙：竪穴式石室内部（西から）〔撮影 寿福滋〕 裏表紙：鉄製品出土状況（東から）

現地説明会風景（１３トレンチ）
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１．後円部頂の調査〈第６・７次〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２
（１）埴輪列
（２）墓　壙
（３）盗掘坑
（４）竪穴式石室
（５）粘土槨
（６）墓壙内西部の鉄製品群　　

２．後円部墳丘の調査〈第７次〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
（１）１７トレンチ（拡張区）
（２）１３トレンチ

３．くびれ部の調査〈第７次〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
（１）１１トレンチ（拡張区）
（２）１８トレンチ（拡張区）

４．出土遺物‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８
（１）埴　輪
（２）鉄製品
（３）石製品・玉類
（４）中世以降の土器

Ⅲ　墳丘・周壕形態の復元 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１
Ⅳ　第７次調査までの総括


